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埼玉県入間市におけるヒナコウモリ陀叩e""Hりs伽”曲の初記録

：越冬ねぐらと幼獣の確認
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キーワードa建造物,越冬，出産哺育
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囲まれているが,100m程北側には市街地が拡がっている．
1995年に開設された建物は2階建ての木造で，丸太造りと中

空の壁を持つ刺組構造が組み合わさった構造となっている．

音声の確認記録の整理:2013年以降2017年8月までの緑
の森博物館の業務日誌に記録されたコウモリ類の可能性のあ
る音声記録を整理した．記録は緑の森博物館の壁内から聞こ
えたもののみとし，建物外のものは除外した．

奇司司i蝋等調査:2016年2月19日,3月3,16,17,18

日，11月10,13日の合計7日の日没前後に緑の森博物館にお
いて，バットデイテクター(Magenta社Bat5DigitalBat
Detector,WildlifeAcoustics社剛3)を用いて出卿寺のエ

コーロケーション音声の周"徴を調査した．合わせて目視で

出巣場所の桔症をし，出1譜塒の写真撮影を行った．

掠汲歸廠萱:20i7年3月23日及び4月4日に緑の森博物館に
おいて，カスミ網を用いた出荊固体の棺韮を行った．捕護し

た個体には,棚ﾘ用バンドを前椀に紫盲し,計測御燃した．
入間市春日町における保護個体:2016年7月21日に入間市

春日町のマンション10階の外廊下に落下していたコウモリを
儒護しているとの連絡があった．22日に同個体を受け取り，
計測をすると共に,給水，ミールワームを給餌し7月23日夕
方に本個体力溌見された場所から力職した．

なお，旅縦にあたっては，環渉諸隙関地野許第1603013

景環関地野許第1703084割及ひ靖玉県(みどり第1狸8－1
－3号，みどり第1528-1-3割の許可を得ている．
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ヒナコウモリ1eJﾌer"Iosme"sisはアジア東部に分布

するコウモリで，日本では北海道から九州にかけて託録され
ぺ異

ている伽kui,2015).

埼玉県内においては，これまで秩父市皆野町》長瀞町

寄忌IU;上里I砿本庄市,深谷市熊谷市,行田堀鴻巣市
WII市で記録され,皆野町の記録を除いて，い淵､もれぐら

が1傭されている．（大沢ほか，2014,2012;埼玉県2008；

鈴木,1978)

入間市では，これまでにヒナコウモリの記録は見受けられ

ない．しかし，入間市宮寺のさいたま緑の森博物館の案内所

において，2013年秋頃から嚇噸と思われる鳴き声力唾の中

から聞こえるようになり，2015年秋に埼玉県立川の博物館の

石井克彦氏によりコウモリ類のねぐらにおける可聴音の可能

性が掴商された．これを明らかにするため，案内所における

音声記録の整理，写真撮影,捕獲調査を行い，ヒナコウモリ

が越冬ねぐらとして利用していることを確認したので報告す

る．

また合わせて，入間市春日町において,2016年7月にヒナ

コウモリの幼獣が確認されたため，同地における繁殖の可能

性についても考察する．
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図7－14．調査で採集されたカマバチ類．7.タケノトゲヌキカマバチ，8.クロハラカマバチ，9.サカイカマバチ，

10.ヤスマツカマバチ,11.クサハラカマバチ,12.ジヤワカマバチ,13.ムネボソカマバチ,14.セグロカマバチ．

（スケールバーはすべてlmm)
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調査地および調査方法

結果蹴勿館の案内所（以下，たま緑の森入間市宮寺にあるさい

ま,狭山丘陵の訓剛,標副均ちよ腺の森博物館」とする)I

音声の膳麗配録の整理lhや湿地,弗飼ご休劇鼠に周囲をためIそ130mに位画~る
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入間市におけるヒナコウモリの初記録大沢夕志ほか

入間市宮寺の緑の森博物館で新たに見つかった越冬期のねぐ

らは，県南西部での初めての託録となる．

ヒナコウモリの出産は,熊谷市内での観察では6月20日前

後から始まる（大沢ほか,2013)．入間市春日町でヒナコウモ

リの幼獣がf離されたのが7月21日であり,大沢ほか@013)

の記録と同時期の出産だとすると，生後1ヶ月程度かそれ未

満の幼獣と考えられるため，長郷惟の移動は考えにくい．こ

のことから入間市もしくはその近隣に出画甫育期のねぐらが

ある可能性が高いと考えられる．

また,緑の森博物館における音声記録のうち2017年8月10

日の音声は，出薗甫育を終えた成獣メスの分散期にあたるた

めGrunakoshi&Uchida,1981),移動途中の個体が一M諦勺に

ねぐらとして利用していた石朧性が考えられる．

緑の森博物館の壁内においてコウモリ類の音声が言瞬され

た月日を表1にまとめた．ただし，音声が癖できた日に必

ず日誌に記録していたわけではないまた，記録された日数

は年ごとに増えているが，2015年秋以降徐々に緑の森博物館

の職員の関心が高まり，記録される頻度が増したためで，実

際に音声力斗潅認できた頻度力増えたというわけではない

2016年では3月に記録されて以降牛10月には記録はなく，

秋期にいちばん早く碓認された日は,11月2日であった．春

期にいちばん遅く碓認された日は2017年4月7日であった．

また，2017年には8月にも記録が見られた．

捕獲した．体重11.019,前腕長49.74mであり，これらの

計測結果と，暗褐色に白色朧の毛が混ざり霜降り状の毛色と

なること，外部生殖器の形状からヒナコウモリの碗獣オスで
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表1．緑の森博物館におけるコウモリ類の音声記録日

年月 |旨I
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１ まとめ図2．緑の森博物館で捕獲されたヒナコウモリ

8，15，20，23
13．18，19．26．30
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今回の調査から，ヒナコウモリIj埼玉県南西部の狭山丘陵
北側においても越冬を行っており，秋の一部を除く期間に生

息していることが判明した．また，近辺から幼駒式確認され

たことから出産哺育をしている可能性が示唆された．そのた
め，今後も継続した観察．調査が必要であろう．

あることを確認し（図2)，識ﾘ用バンド(rY1496)を装着し

た．

入間市春日町におけるヒナコウモリの幼獣の確認

保謹個体は体重14.29,前腕長48.9mであり．計損朧

果と体毛の色が暗褐色と白色様の霜降り状であること，外部

生殖器の形状からヒナコウモリのメスと判断した．また，翼

のｷ謂の骨化が完了していないことから幼獣であることを確

認した．また，タ膓は見られなかった（図3）
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音声周波数等調査

3月3，16日及び11月10日を除き，コウモリ類数頭の出巣

を確認した．出巣時の音声周波数は20kHz前後の1種だけで

あった．出巣場所は，軸組溝造1郡の隙間1カ所を特定確認

した．また，他に同様の場所から，正確な場所は特定できな

かったものの1ないし2カ所から出巣していることも確認し

た．（図1）
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図3．入間市春日町で保護されたヒナコウモリ幼獣

考察

ヒナコウモリの埼玉県における越冬期の集団ねぐらは，秩

父市・寄周Ir･長嗣町･上里町．本庄市。深谷市．熊谷市．

行田市･鴻巣市･桶川市で確認されており，桶川市を除き出

産保育集団も確認されている(大沢ほか,2013,2014).今回，

図1．緑の森博物館をねぐらとするヒナコウモリ

捕鰯杏

3月23日は出巣せず捕痩できなかったが，4月4日に1頭
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会において,承認を得たうえで正式に決定されるものであり，

現段階では企画運営部会の原案である．

はじめに

ジオパーク秩父は,2011年9月，日本ジオパーク委員会に

より日本ジオパークに認定された.2015年には,認定4年後

に実施される再認定職を受け,第25回日本ジオパーク委員

会において，再認定された．

秩父まるごとジオパーク推進協議会は，日本ジオパーク認

定以来，ジオサイトヘの鱸jt看板の設置や,駐葺蜴アクセ

スルートの整備を行うとともに，数多くのジオツアーを実施

してきた．しかし，認定後約6年が経過し，その間の様々 な

活動を通じて，当初想定していたジオサイト（秩父まるごと

ジオパーク推進協議会,2011)を見直F秘劉生がでてきた．

郵寺点でアクセスルートや駐車スペース，見学者の安全性，

解説看板などの見学環境力整っていない場所が存在するとと

もに,ゾｵﾂｱーなどを通じて利用者の反応を見る中で,新
たにジオサイトとしてふさわしい場所もでてきた．また，ジ

オパーク秩父の認知度が高まるにつれ，ジオツアーに参加す

るのではなく，自分自身でジオサイトを回って見学する方々

も増えてきた．これまでの経験を踏まえ,利用者目線にたっ

たジオサイトの再選定が求められている段隅こある．

秩父まるごとジオパーク推進協議会は,今年度予算のなか

でパンフレットの発行を予定しており，また，埼玉県立自然

の博物館では，常設展示にジオパーク秩父の紹介コーナーを

設ける。そこで，秩父まるごとジオパーク推進協議会は，こ

れを機会にジオサイトの再選定を行うこととし，運営委員会

の下部組織として企画運営部会を設け，具体的な作業を担う

こととなった．

本稿では，同部会で検討したジオサイト選定方針,および

それに基づき選定したジオサイトについて報告する．なお，

これらの選定基準および選定したジオサイトは,平成30年度

5月に予定されている秩父まるごとジオパーク推進協議会総

組織 1．1

秩父まるごとジオパーク推進協議会は,2017年9月，運営委

員会の下剖組織として企画運営部会を設け，ジオパーク秩父

の活動や今後の方向性について検討することとした.構成メ

ンバーは下記の10名("mg)である．

秩父地域おもてなし観光公社事務局福原隆夫,同上席推進

員吉田腱-,秩父市観光課富田貴夫,秩父市教育委員会文
化財保護課堀宏行,横瀬町教育委員会生涯学習グループ磯

田知子,皆野町教育委員会社会教育担当馬場羽瑠桂,長瀞町

教育委員会生涯学習担当軒弓員林富司雄小鹿野町教育委員

会社会教育課肥沼隆弘，埼玉県立自然の博物館井上素子，

埼玉県秩父地域振興センター地域調整幹､､持田正美オブザー

バー:NPO法人秩父まるごと博牧館理事4幡喜一．
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本間QO10)は，日本ジオパーク認定前にジオパーク秩父

におけるジオサイトの候補地やテーマについて，ひとつの試

案を提起した．さらに，本間(2011)は，世界のジオパーク

編集委員会・日本ジオパークネットワークJGN編QO10)に

基づき，ジオサイトを空間的視点から，ジオポイント，ジオ

サイト，ジオエリア群の3つの階層に分類し，それぞれの階

層におけるテーマを設定した．またそれらのテーマを地質時

代の時間軸に沿って整理し，ストーリーの骨子を提起した．

一方，ほぼ同時期に，早稲田大学教育･総合科学学術院の

高ｵ誘吹餓受V脂導により，同報慥理工学研ﾂ孫ﾄ地球･環
境漬源理工韓域の修士課程学生lO名が秩父｢ジｵパー ｸ」
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